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研究背景

学校生活の中で、移動教室などの大勢の生徒が移動する
際、曲がり角などの死角のある場所で出会い頭に人同士
の衝突が見られた。
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まず予備実験を行い、死角のある場所でどのよう
な場合に衝突が起きるかを明らかにする。

課題分析

＊事前に生徒たちにナッジの研究を行うとして、動画撮
影の同意書を作成し、全員分の同意を得た。また同意書
には研究の詳細は明かさず実験の概観のみ記述した。



実験方法

•2年1組のドアの上に

カメラを設置し、歩行者(2

年生)の進路を動画をもとに

分析

•月曜日から金曜日の5日間、

１～６時限までの休憩時間

(10×６分)を１セットとして

撮影

•分析対象者は死角のできる

左に曲がった人に絞った。

【実験期間：2023年11月6日～10日】



効果測定の手法

①左の壁から近い順に1～6レーンと番号を付け通過
レーンを調査



②体の中心の軸にあたる部分を通過レーン数とする

例）５レーン ４レーン



•衝突は内側のレーンでのみ発生•全体的に内側のレーンを通る傾向

1,2レーンを衝突ゾーンと定義した

予備実験結果



・急いでいる場合、移動距離が短くなるルートを通ろう
とすること

本実験のデザイン

以上の結果をもとに、内側のレーンを通る人が衝突を起こし
やすいのではないかと考え、内側のレーンを通行する原因と
して以下の2つを考えた。

・曲がり角の向かいにいる歩行者の存在を意識していない
こと

そこで、外側のレーンを通るようなナッジを設置すれば衝
突を減らせるのではないかと考えた。



また、ナッジの効果を測る際、衝突の発生回数を
数えるのは、曲がった先に歩行者がいるかどうか
という偶発性に左右されるため比較には向いてい
ない。

衝突数ではなく通ったレーンで比較することに
した。



実験期間

予備実験と同様の条件で月曜日から金曜日の5日間
ごとに4つのナッジを設置

•❶ 矢印

•❷ 鏡横

•❸ 鏡縦

•❹ 貼り紙

【Ｒ5年11月～R6年2月】

本実験



❶矢印：教室のドアの手前に矢印形の黄色いテープを貼る

矢印

歩行者は自身の進行方向を指
す矢印の上を通ろうとする ＊テープの色は人目に付き

やすい黄色とした

外側のレーンに誘導できるので
はないか



❷鏡横：鏡を横にして全歩行者に死角を映す

鏡

曲がり角の先にいる歩行者
を実際に確認できる

曲がり角の先への意識が高ま
り、外側のレーンに誘導でき
るのではないか

上から見たところ



鏡に映る自分の姿を確認し
ようとする心理を利用

自然と鏡のある5,6レーンに誘
導できるのではないか

❸鏡縦：鏡を縦にして5,6レーンを通ると自分の姿が見えるようにする

5，6レーンから撮った写真鏡

5,6レーン



❹貼り紙：衝突注意の貼り紙をドアの横の壁に貼る

貼
り
紙

曲がる方である左の壁に歩行
者の目線の高さに貼り紙を設
置

歩行者は衝突の注意喚起を直
接受け取れるので、注意する
様子が行動にも表れるのでは
ないか



貼り紙

※各条件によって測定した人数は異なるが、通過レーンのばらつきを減らすために最頻値のレーンの高さを揃えた

本実験結果 各レーンを通った人の人数



効果を評価する基準

効果のあるナッジとは？

①通ったレーンの平均値が高い

➁衝突ゾーンを通った割合が低い



①の分析方法

ナッジごとの、通ったレーン数の平均を期待値とし
て算出する

【計算方法】

①矢印の場合

１×６＋２×１３＋３×２１＋４×９＋５×３＋６×２

５４

＝2.98（レーン）



ナッジなし 2.95
矢印 2.98
鏡横     3.57
鏡縦     3.1
貼り紙      3.25

①通ったレーンの平均値



①について、ナッジなしと他の条件のレーン数の平
均に関し分散が等しくないと仮定したt検定を行った
ところ、鏡横のみにナッジなしに対する有意差が認
められた。



➁の分析方法

予備実験より１，２レーンで衝突が起きることが明ら
かになったので、ナッジごとの衝突ゾーンを通る割合
を考える。

【計算方法】

１レーンを通った人数＋２レーンを通った人数

通った人数



➁衝突ゾーンを通った割合

•すべてのナッジにお
いて衝突ゾーンを通
る割合は減った。

•②鏡横、 ④貼り紙で
効果が高かった。



まとめ

曲がり角の衝突を防ぐナッジとして、鏡横が有効
であると考えられる。



社会・行政への応用可能性

小学校や公共施設に応用

鏡横を設置することで事故を防止
できる可能性がある。



ご清聴ありがとうございました。
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